
 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

ニューズレター2018年 10月号（第 10号） 

「にほんご人」は日本語を使って何かをしようとする人の総称、「oi」はベトナム語

の呼びかけのことば。『にほんご人おーい』は日本語を使ってコミュニケーションを

するみなさんのためのニューズレターです。 

 

◆日本語力アップ 

 

◆シンチャオ先輩 

A Plus Solutions Vietnam Company Limited  

Vice Director  Hiro Le 様 
 

◆日本語でお仕事 

働く人―ベトナム人への質問 

ビューティーサロン Aube Ciel スタッフ Dinh Kieu Loan 様 

 

一緒に働く人―日本人への質問 

ビューティーサロン Aube Cielマネージャー 安藤 絢香 様 

 

◆わたしの日本語体験談 

・国際交流基金 東南アジア日本語教員養成大学移動講座 Vo Minh Duc 様 

・同 海外日本語教師短期研修 Tran Thi Minh Hong 様 

・同 海外日本語教師プロジェクト型研修 Hoang Thu Trang 様 

 

◆今号のニュース 

・優秀教師賞受賞 Le Chau Quy様  

 

◆まちかどのにほんご人 



 

コミュニケーションの道具は、「言語」だけ？？ 
 

 

 

 

みなさん、日本語を使って何をしたいですか？？人によってさまざまな答えが返ってくると思います

が、やはり日本語を使って「コミュニケーション」することを大きな目的として日本語を勉強している

のではないでしょうか。でも、でも…「コミュニケーション」の道具は「言語」だけでしょうか？？ 

 

「日本語力アップ」のコーナーですが…、ここでは「言語によらないコミュニケーション」について、 

「非言語コミュニケーション（Non-Verbal Communication）」について書いてみようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーションは「言語メッセージ」と「非言語メッセージ」に大別されることが多いです。上

に示した４つは、「非言語メッセージ」の例です。ふだん、ベトナム人同士コミュニケーションをとる場

合も、これらを用いているはずです。表情や声の高さで気持ちを伝えることができます。ジェスチャー

で何かを表すこともできます。好きな人と話すとき、苦手な人と話すとき、相手との距離を変えると思

います。これら「非言語メッセージ」も言語と同じように、国や地域によって違いがあります。 

ジェスチャーに注目してみましょう。ベトナムにもいろいろなジェスチャーがあると思 

いますが、日本と同じもの、違うものがあります。例えば、静かにしてほしいとき、日本 

人は口の前で人差し指を立てます。ベトナムではどうですか？タクシーを止めるとき日本 

では手を上にあげますが、ベトナムではどうしますか？日本人は相手の話を聞くときあいづち 

をうちながら聞きますが、ベトナムではどうでしょう？「あいづち」という日本語にぴったりと合うベ

トナム語がないと聞いたことがあります。 

 

今、私が働いている大学の学生たちは、「自然な日本語が話せるようになりたい」とよく言います。言

語だけでなく、非言語コミュニケーションに注目するのもいいかもしれません。日本人が使う非言語コ

ミュニケーションを知る・身につけるには、どんな方法があるか、ぜひ考えてみてください。 

 

ちなみに、私が最初に覚えたベトナムのジェスチャーは「わかりません」「ありません」を表すジェス

チャーです。顔の横で手をくるくる回す動きは、とてもかわいいと感じています！！ 

 

＜参考文献＞ 

久保田真弓（2006）「コミュニケーションにおける言語・非言語行動」縫部義憲監修・町博光編集『講座・

日本語教育学 第 2 巻 言語行動と社会・文化』，88-102，スリーエーネットワーク 

表情・視線 声の大きさ・高さ 相手との距離 ジェスチャー 

（身振り・手振り） 

 バリアブンタウ大学  

日本語専門家 笹村 はるか 
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今月号は、文部科学省の国費留学生として日本に留学、娘さんも現在日本政府の「アジア高

校生架け橋プロジェクト」で日本の高校に留学中、奥様も日本語を話され、息子さんも日本語

を勉強中という「にほんご人」一家の Hiro Le さんにお話を伺いました。日本語学習者の先輩

として、そして人生の先輩としてのお話をお読みください。 

私は Le Daoと申します。普段は HIRO というニックネームを使

っています。日本で 10 年ほど留学・就職をして現在、自分のコン

サルティング会社を作って日系企業のビジネス支援をしています。

私が日本語学習をスタートしたのは 25年前でした。1993年にハノ

イ貿易大学をロシア語で受験したのですが、ロシア語ではなく、対

外経済学科の日本語専門クラスに入学することになりました。なぜ

そうなったかというと、当時のベトナムはロシアとの政治的関係が

冷えてきており、ほとんどの教育機関でロシア語科がなくなり、そ

の代わりに日本語科が少しずつ盛んになってきていたからです。そ

の後、日本に留学する機会に恵まれ、うまくいったこともそうでな

いこともたくさん経験しましたが、留学して本当によかったとつく

づく実感しています。若いうちに外国で暮らし、新しい言葉を学び、

異文化に触れて世界が広がったと思います。それがあったおかげで

視野が広くなり、生活上や仕事上のどんな困難に対しても柔軟に対

応できるようになりました。 

日本語を使って仕事をしていて、よかったことは数えきれないくらいたくさんあります。でも、記憶

に一番残っているのは大変だった経験です。初めて日本に渡って間もない頃に横浜桜木町周辺の Tycool

という浜沿いの綺麗なレストランでアルバイトをした時のことです。お客様からパイナップルチャーハ

ンをご注文いただいて、その料理を見たことがなかった私は、十分に聞き取れなかったのにもかかわら

ず、勝手にパイナップルジュースとチャーハンの単品の 2品だと誤解してキッチンにそのまま伝えてし

まいました。料理が出てきた時にパイナップルチャーハンを楽しみにしていたお客様は非常に怒りまし

た。その時に店長がすぐに出てきて私と一緒に謝ってくれて許していただきましたが、私はなかなか気

持ちが晴れませんでした。でも、今になってその恥ずかしかったことが逆にいい思い出だったなあと考

えて、思い出す度に胸が暖かくなります。その時の店長や先輩達が怒らずに優しく指導し続けてくれた

からです。 

日本語ができるようになって、仕事がうまく行っている他に、いろいろな日本人

の友達ができて幸せなことばかりです。例えば、ハノイで結婚式を挙げたときに日

本人の友人が来越してピアノを弾いて演奏してくれたり、インターネットで知り合

った友達をベトナムに呼んで一緒に遊んだりしました。私は特に言葉が好きなので

日本語学習に関してあまり苦労した覚えがありませんが、強いて言えば漢字を部首

から学びませんでしたので、難しく勉強に時間がかなりかかりました。 

 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 



 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

    

 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日系企業で働くベトナム人の視点から仕事について感じたことや経験につ

いてお話を伺っています。また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事につい

て感じたことや経験について記事にし、掲載しています。今号のインタビューに答えてくださったのは、ハノイにあ

るビューティーサロン AUBE Ciel で働く Dinh Kien Loan 様（スタッフ）と安藤絢香様（マネージャー）です。 

◆なぜこの職場を選びましたか。 

今年の 4月に日本での勉強が終わってベトナムへ帰る時日本

語を使う仕事を探しました。そして通訳の求人情報を見つけて

Aube Ciel に応募をしました。 

◆日本人と働いてみて驚いたことはなんですか。 

私は３年日本に住んで、日本人と勉強したり、働いたりして、日

本人の習慣や文化をほぼ理解出来たので、驚いたことはありま

せんでした。 
◆業務内容を教えてください。また勤務時間はどれ

くらいですか。 

日本人店長とベトナム人の通訳をして、品物をオー

ダーして、お客様の予約を受けています。 

仕事は 9時半から 20 時までで、休憩は１時間で

す。1日 9 時間半働いています。 

◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください 

Aube Ciel Salon は日本のヘアーサロンなので全

部美容の専門用語を使います、最初は美容の言

葉が分からなかったので困りました。でも店長に

教えてもらえたので今は仕事が出来ます。 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったことはありますか。 

働いていて嬉しかったことはたくさんあります、一番はお客

様に褒めていただいたこと。 

なのでこれからも熱心に働いて行きます。 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

私の将来の夢は上手な通訳者になることです。 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

働く上で大切にしていることは情熱です。仕事は

情熱があったら困ることがありません。 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、アドバイス

をお願いします。 

夢を持ってる皆さん頑張ってください。私は日本語で好きな言

葉があります："偉大なことを成し遂げる為には、行動するだけで

なく、夢を持ち、計画をたてなければならない”それを目標に頑

張って参ります。夢を持っている皆さん、日本語で好きな言葉を

見つけて一緒に頑張りましょう。 

今日本の美容師 Aube Ciel で働いています。 

デイン キュウ ロアンと申します。今年 23 歳です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆業務内容を教えてください。 

また勤務時間はどれくらいですか。 

平日 10:00-20:00 土日 9:00-19:00  

毎週火曜日定休日 

私の主な仕事は、お客様の施術を行う、店舗管理、 

スタッフ管理など。 

 

 

◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください。 

通訳の言葉とお客様の伝えたいことがマッチせず、

危うく前髪を短く切りそうになってしまった。 

すぐ辞めていくスタッフに苦労…せっかく技術を教

えても、辞めて新しい子が来たら、一から教え直し

が大変でお店の成長が出来づらい。 

少しでも私自身にだらしないところがあると、そこを

突かれてしまう… 

 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話しはありますか。 

スタッフがお客様に褒められたところを見ること 

スタッフが私より先に動き、お客様に気遣えるようになったこと 

スタッフから食事に誘ってくれたり、休みの日に遊びに行こうと 

言ってくれること。ベトナム人のお客様が口コミで増えていって

いること。家族で来てくれるようになった。 

 

◆ベトナム人と働いてみて驚いたことはなんですか。 

プラス：向上心が高い、世話焼き、学びに対して熱心、注意を受けても数分

後にはケロッとしている。 

日本人と違うこと：話すときの距離が近かったり、ボディータッチが多い。給料

UP の要求。欠勤、遅刻、言い訳が多い。仕事を頼むと不機嫌な気持ちがそ

のまま顔に出ることがある。 

日本の方への質問 

◆貴店の概要を教えて下さい。 

2015年 10月、ハノイ、インドチャイナに AUBE Japanが開店。 

2017年 5月には、2店舗目となる AUBE Ciel 店が ４Lieu Giai TID 6Fに

オープンした。その後、2018 年 8月 AUBE Ciel 店内に、ビューティーサロン 

calme をオープンする。従業員は全店合わせ 日本人 4 人、ベトナム人１０人 

日本の会社の出資であり、ベトナムに日本の公衆衛生や、サービス、接客をより多

く広めていきたい。 

 

◆なぜ Dinh Kieu Loan さんを採用しましたか？ 

日本に3年いたということもあり、日本人の言葉、サービスや働き方

について理解能力が高く、スタッフへの通訳を明確にしてくれると思

ったから。日本語も日本人に近い発音をするので、お客様とお話を

するときも伝わりやすい。楽しく働きたいという彼女の気持ちもうちの

サロンにぴったりだった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

まずはスタッフが一人でお客様を担当できるようにする。 

日本での研修制度を高め、日本式の公衆衛生、技術、接客、サービスを学んでもらう。 

そして、ベトナムにもう一店舗構えたいです。 

 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、アドバイスをお願いします。 

日本語を勉強したいと思ってもらえることは、私たち日本人にとって とても嬉しく思

う。一緒に日本語を覚えたいと思う仲間を増やし、楽しく学び、日本の文化を勉強す

る事で自然と日本人が考えること、話すことが頭に入ってくると思います。分からなか

ったら日本人に理解出来るまで聞く！目標をもって頑張っている人を日本人は必ず

応援してくれます。 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

営業中は身だしなみ、笑顔、居心地の良いサロン作りに専念しています。 

そしてスタッフと話すときは、私がベトナム語を話すようにしています。なぜなら、私がベトナム語を

勉強することで、スタッフも日本語を頑張って勉強してくれたり、お互いに言葉の意味を調べて

日々のコミュニケーションになるため。しっかり伝えたいときは、スタッフにも敬語で話します。決し

てけなしたり、見下したりしない。スタッフがいるからお客様を増やすことができる。お客様に対して

も、スタッフに対しても感謝の気持ちを忘れないようにしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カントー大学 Vo Minh Duc 先生】 

国際交流基の「2018 東南アジア日本語教員養成大学移動講座」というプログラムは教師として本当に役に立っ

たと思います。プログラムの内容は日本語教育（CEFR Can-do と JF Can-do）に関することだけではなく、現在

の日本人や日本文化・社会への深い理解などです。特別な内容はタスク開発と素材収集です。これに関するフィ

ールドワークを行うために、参加した先生達が関西地方の多くの有名な所（大阪・京都・奈良など）へ行きまし

た。とてもいいチャンスでした。 

学んだことから実践したいことは、学習者のためには新しい内容の授業をして、日本語学習者ではない人達に

は現在の日本の現状を伝えることです。 

驚いたことは、天気の変化や地震や大雨などに対する日本人の我慢強さです。実際、私達が訪日した二日後に、

大雨に続き大きな地震が起きました。でも、その影響を受けた日本人は自信を持って日常生活の困難に対する効

果的な方法を考えていました。 

 

 

 

【ハノイ国家大学外国語大学 Hoang Thu Trang 先生】 

ベトナムの中等教育段階の教科書シラバス作成 

「2008-2020 年期国家教育システムにおける外国語教育・学習プロジェク 

ト」の教科書執筆のために国際交流基金の「海外日本語教師プロジェクト型 

研修」に Tran Kieu Hue と Huang Thu Trang が参加しました。 

ベトナムでは 2003 年に中等段階 7 年間の日本語教育が開始されました。 

その後 2008 年にベトナム政府は、小学校 3 年生からの外国語教育の導入を決定しました。日本語は、英語と同様

に第一外国語として位置づけられ、2016 年 9 月よりハノイ 4 校、ホーチミン 1 校の計 5 つの小学校で試行が開始

されました。 

それを受けて、ハノイ国家大学外国語大学の教師チームが JF の支援を受けて小学 3 年生から高校卒業時まで計

10 年間の教科書作成にあたることになりました。小学校の教科書作成はほぼ一段落し、現在は 2020 年から使用

する中学の教科書執筆に向けて、中学のシラバスや各課のプロトタイプを作成しています。そのため、本研修に

申し込み、国際交流基金日本国際センターの専門家のご指導を賜ることになりました。 

この研修を通して Instructional Design (ID インストラクショナルデザイン)、教材制作の手順、21 世紀型ス

キル (21 Century Skills)、第二言語習得 (SLA) に基づく言語習得モデル、JF 日本語教育スタンダード準拠ロー

ルプレイテストについて多角的な視点を持って、本プロジェクトに必要な知識、方法への理解を深めることがで

きました。センターで収集した資料と専門家とのディスカッションを通して得た知見を帰国してから教材作成作

業に応用し、中学生が主体的に学習に取り組めるような教科書を作成したいと思います。 

日本語教師の私たちにとって本研修プログラムは本当に役立ちました。国際交流基金・日本語国際センターの

皆様のご指導とご支援、誠に有難うございました。指導してくださった先生方、アドバイスをしてくださった先

生方、情報提供をしてくださった先生方、教材開発チームの皆さま、図書館、食堂、受付や警備室の皆さま、本

当にお世話になりました！今後ともどうぞよろしくお願い致します。    

   

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ハノイ国家大学外国語大学 Hoang Thu Trang 先生】 

この夏休みに、ベトナムの中等教育段階の教科書シラバス作成のプロジェクトで訪日しました。研修は本当に大

変でした。毎日朝から晩まで作業して、リラックスする時間が全然ありませんでした。でも、帰国の前日に、国

際交流基金の専門家の先生の招きで、はじめて大衆演劇を見に行きました。日本の伝統的な芸能の能と歌舞伎は

見たことがありましたから、大衆演劇も多分他の芸能と同じだろうと思っていました。でも、見て、全然違うと

分かりました。 

 大衆演劇は芝居とショーの三部構成で演じられます。芝居は人情劇で、内容は簡単で、思ったより分かりやす

かったです。一番気に入ったのは劇団に属する役者が踊るショーです。ラストショーで、綺麗な着物を着て踊る

役者の姿は素晴らしかったです。最初は、座長が誰か、どんな役割があるか分かりませんでしたが、見ているう

ちにすぐわかって、好きになりました。とても魅力的のある方で、ショーの最後まで、舞台に出演するたびに私

はドキドキしました。（ ^:^） 大衆演劇の魅力の一つは袴踊りなどで流れる壮大な曲でしょう。現代的な音楽も

あるし、昔の曲もあります。大衆演劇を見に行くと、新しい素敵な曲に出会えます。目から楽しむだけではなく、

耳からも楽しむことができます。 

 ラストショーの盛り上がりのもう一つの重要な要素はご祝儀だと思います。一万円札をつなぎ合わせてレイに

して役者の首にかけたり、扇状にして胸元にさしたりすることもあるそうです。役者のファンは本当に気前がよ

くてびっくりしました。 

観劇の後も、私は興奮が冷めず、帰り道、冗談で、ベトナムで大衆演劇ファンクラブを作って、専門家の先生

と私が会長と副会長になって、ベトナム人に大衆演劇を紹介しようと話し合いました。帰国してから、Google

と Youtube で大衆演技について調べてみました。そして、その時だけの冗談に終わらせないで、これから、大

学で日本の文化を教えている教師として、私は、ベトナム人に大衆演劇を紹介する義務があると思いました。私

の夢はいつか私の学生と、日本のことが好きなベトナム人とベトナムで大衆演劇を見ることです。                       

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HANAMI 日本語センターTran Thi Minh Hog 先生】 

こんにちは。私はミンホンと申します。今年 6 月 26 日に初めて日本に行きま

した。国際交流基金日本語国際センターでは「海外日本語教師短期研修」を実施

していて、世界 20 か国から 36 名の参加者がいました。2 か月間日本で研修を受

け、全ての出会いに感謝しています。日本語国際センターの先生方は、教授法の

授業を教えてくださり、私は色々な体験をしたり、頑張って課題に取り組んだり

しました。 

教授法の授業では、授業の仕方について色々なアイディアを他の研修参加者と

吸収しました。そして、授業だけではなく、埼玉、京都の金閣寺や歌舞伎鑑賞、

生け花やふろしきなど、様々な日本文化体験にも参加させていただきました。そ

れはとても勉強になりました。この体験は自国に帰ってから、自分の授業で生徒

にも是非体験させて、聞かせたいと思います。 

 ※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

これは DOET で行われた、優秀者試験に合格した生徒が多いことで表彰された時の写真で

す。ホーチミンの一区の教育訓練部は毎年成績が優秀な先生や成績がいい生徒をほめる

ために、毎年 5月 19 日にこの表彰式を行います。いい先生や生徒しか参加させてもらえ

ませんから、表彰されたことは私にとって誇りです。これからも頑張って上手に教えて

いい先生になるようにがんばります。            

 

Vo Truong Toan 中学校の Le Chau Quy 先生が 

優秀教師賞を受賞されました✿ おめでとうございます！ 

「ベトナムにおける日本語教育のいま－“日本語パートナーズ”活動現場の声を聞く」をお
読みいただけます 

 

国際交流基金のウェブマガジン「をちこち」9 月号では、特集として『世界に広がる日本語
学習熱』を取り上げています。 

ベトナムの日本語教育についても、「ベトナムにおける日本語教育のいま－“日本語パートナ
ーズ”活動現場の声を聞く」という記事で、 

"日本語パートナーズ"カウンターパート日本語教師研修に参加した先生の研修の様子やイン
タビューも含めて紹介されています。 

是非、以下のアドレスからご覧ください。 

 

（日本語）    http://www.wochikochi.jp/ 
（英語）     http://www.wochikochi.jp/english/ 

（ベトナム語） 

※執筆者の原稿をそのまま掲載しています。 

 

http://www.wochikochi.jp/
http://www.wochikochi.jp/english/


「あれっ。日本語話せるんですか?!」          
街を歩いていると、いろいろなところで日本語が話せるベトナム人の方にお会いします。片言の日
本語が話せる人から、流暢に話せる人までさまざまですが、皆さん一人ひとりが何らかの目標を持
って日本語を身に着けようとしているにほんご人だということが分かります。 
そんなにほんご人のみなさんから、どうして日本語が話せるのか、日本語を使ってどんなことをし
たいかということについてお話を伺いたく、このコーナーでは街角でばったりお会いしたにほんご
人にインタビューしました。どうぞご覧ください！ 

Trinh Kien Cuong さん 

Vu Thi Hai Yen 

Sean Macdonald さん 

 

Alice LEE さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本に行きましたので、日本語ができます。今の仕事は運転手です。 

日本人が好きなので、日本語を使いたいです。残念なことに今の仕事では、

日本語を使いませんから、どんどん忘れます。でも今、ベトナムに日本人が

たくさん来ますから、ときどき会って楽しいです。ベトナム日本文化交流セ

ンターはベトナムと日本を結ぶから、とてもいいと思います。 

  

 

私は今ハノイにいるイギリス人の英語の教師です。一年間ぐらいベトナムに住んでいます。

日本語は一年間ぐらい勉強しています。ベトナムに来てから日本語の勉強を始めました。

ベトナムに来る前に二か月日本を旅行しました。日本の習慣と文化が大好きですから日本

語を勉強したかった。それにいつか日本に引っ越しするつもりです。私の日本語が上手に

なったら日本人と詳しい会話ができます。ほとんどの日本人は英語ができませんから私は

頑張っています。日本にはたくさんきれいな所があります。見たい所が多いです。ほかに

漢字が面白くて美しいと思います。たまに漢字の勉強がちょっと難しくても私は好きです。 

 

こんにちは、みなさん。わたしはイェンです。1989 ねんうまれです。わたしは日本の文化、 

日本語、日本人とすべての日本がすきです。わたしはベトナム茶を紹介するためのちいさな店を

いとなんでいます。わたしの茶屋は日本人にもしられているので、わたしはとてもうれしく、も

っと日本語をまなびたいという気持ちがわきます。みなさんがわたしの茶屋をおとずれたとき

に、もっとりゅうちょうに日本語で話せるようになりたいです。日本語は毎日インターネットと

それから日本人のともだちと勉強をしています。彼女たちから日本語をおそわり、わたしは彼女

たちにベトナム語をおしえています。わたしたちが勉強するときは、お茶をのみながら勉強する

ので、とてもおだやかでくつろいだ時間になります。※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

こんにちは！亜里沙と申します。韓国人です。今年の夏からハノイにあるサービスレジデンスで働いて 

います。普通は英語を使いますが、日本人のお客様に対応する時はもっと居心地よい接客サービスを提供する

ためになるべく日本語で話します。韓国は日本と近いし、言語も似ている物が多いので、韓国人はほかの外国

人より日本語を勉強しやすいです。高校生の時に第二外国語で日本語を軽く学びましたが、本格的に勉強した

理由は日系の会社に入社したからです。毎月日本語で報告書を書くことが大変でした。亜里沙の名前は英語で

Alice ですが、その時の上司から漢字をもらいました。今はたまに日本語通訳をするぐらいですが、来月から

レセプションスタッフに韓国語と日本語を教える準備をしております。（笑）敬語をもっと上手く使いたいで

す。人付き合いが好きなので外国語に興味があります。友達と言葉が通じた時その人だけではなく、その国と

も近づいた気がしてワクワクします。 

中国語の次に今はベトナム語を勉強中です。親切な同僚のおかげで毎日楽しく勉強してます!(笑) 

 

発行／国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

監修／安藤
あんどう

敏
と し

毅
き

（同センター 所長） 

     小川
お が わ

京子
き ょ う こ

（同センター 日本語上級専門家） 

編集／森近
も り ちか

美
み

菜
な

（同センター 日本語指導助手） 

     長田
お さ だ

あさみ（同センター アジアセンター調整員） 

翻訳／Nguyen Thi Lan（同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 


